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名張市内小・中学校における長期欠席者の現状と新年度に向けて 

名張市適応指導教室（さくら教室）

１．全国の不登校児童生徒の状況

（１）不登校児童生徒数の推移（平成３年度～平成３０年度） 

※ 平成３０年度「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」結果より抜粋編集 

（２）不登校児童生徒数の割合の推移〈1,000 人当たりの不登校児童生徒数〉

不登校児童生徒数（Ｈ３０） 

小学校  44，841 人 

中学校 119，687 人 

合 計 164，528 人

不登校児童生徒の割合（Ｈ２９） 

小学校 0.70％（144 人に 1人） 

中学校 3.65％（ 27 人に 1人） 

合 計  1.69％（ 59 人に 1人） 

○平成２５年度より、小・中学校とも不登校児童生徒は大幅な増加傾向にあり、特に小学校

の不登校児童数は、過去最高の人数を更新し続けている。 

○割合においても、平成２５年度より毎年増加している。 

不登校児童生徒数の割合の推移（平成 27 年度～平成 30年度）

不登校児童生徒数の 

割合（Ｈ３０） 

小学校 144 人に１人 

中学校  27 人に１人 

合 計   59 人に１人 

不登校児童生徒数の 

割合（Ｈ２７） 

小学校 237人に１人 

中学校  35人に１人 

合 計   80人に１人 

不登校児童生徒数の 

割合（Ｈ２８） 

小学校 213 人に１人 

中学校  33 人に１人 

合 計   74 人に１人 

不登校児童生徒数の 

割合（Ｈ２９） 

小学校 185 人に１人 

中学校  31 人に１人 

合 計   68 人に１人 
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２．名張市における不登校児童生徒の状況

（１）名張市内小中学校不登校児童生徒の月別推移（平成２５年度～令和元年度） 

３．名張市における長期欠席児童生徒の現状

名張市における長期欠席児童生徒の月別推移（平成２６年度～令和元年度１２月） 

※ 平成２６年度～令和元年度「不登校・不登校傾向児童生徒の状況及び経過報告」（名張市教育委員会）より

抜粋編集 

○名張市内小中学校の長期欠席児童生徒は、年々増加し、毎年 10数名ずつ増え続けている。 

○名張市の場合、「不登校」理由によるものより、「病気」理由や「その他」理由に該当する長

期欠席児童生徒が増加している。 
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３．学校復帰率について 

※ 平成２２年度～３０年度「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」結果より

 ※ 平成 30年度さくら教室利用者の復帰率は 2月末現在 58％です。 

４．さくら教室の利用について 

（１）月別利用者数 

 今年度は、夏季休業明けや秋休み明けに相談が集中し、集団・個別ともに昨年度より年度の早

い時期からの利用者が増加している。 

（２）学年別利用者数 

学年が上がるごとに、長期欠席者の数とともに、さくら教室へつながる児童生徒も増える傾向

にあるが、今年度は、小学生の利用者も増え、低・中学年からの通級も見られた。 
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○学校への復帰率は、

平成２６年度から減

少し始め、全国的に

以前よりも学校復帰

を果たしにくい状態

にある。 

※学校復帰率 

（平成３０年度） 

小学校：26.8％ 

中学校：26.4％ 
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５．まとめと課題 

 ●さくら教室への通級・来室生は、昨年度より９名増加し、小学生９名、中学生２２名の３１

名（２月末）です。うち、３名が年度途中での学校復帰を果たし、8 名は週に何度かの別室
登校や放課後登校など、学校と併用しながらさくら教室を利用しています。中学３年生 12
名中、11 名はすでに進路先が決定し（２月末）、残る生徒も進学に向けて学校と連携しなが
ら準備を進めています。

●さくら教室への相談の傾向として、子どもに発達の課題があり、学校や周りからの理解が得

にくいことによる不登校の相談が増加しています。また、学校復帰のための適応指導を望む

のではなく、学校に変わる居場所を求める保護者の声もありました。今一度、学校とさくら

教室の連携と、それぞれの果たすべき役割について一考する必要があります。

 ●名張市の長期欠席者の増加に伴い、さくら教室の利用者も増加していますが、さまざまなタ

イプの不登校の子どもたちがいることもあり、集団になかなか入れずに個別での対応が望ま

れるケースが増えています。指導員の数や体制の関係で、週に複数回の個別指導を希望して

も実現が難しい現状があります。
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2020年度さくら教室運営体制について

１，児童・生徒年度当初人数見込み（現在の通級生）

集団 個別（18枠） 現在の合計 次年度４月見込み計

小学生 １名 ７名（6年 3、不定期１） 8名 ４名

中学生 10名（3年６） 13名（3年６、復帰１） 23名 １０名

現在の合計 11名 20名 31名
次年度見込み計 ５名 ９名 １４名

２，児童・生徒人数見込み（昨年度までの傾向）

３，不登校児童生徒への支援の在り方について（令和元年 10月 25日付 文部科学省初等中等教育局長通知）で
は、不登校児童生徒に対する適切な支援を行う教育支援センターの整備にあたっての指導体制として、通所

の児童生徒の実定員１０人に対して少なくとも 2人程度置くことが望ましい。」とされている。

４，名張市教育センター（さくら教室）の指導体制

 学習等支援員（臨時技術員） 短時間勤務 2名
 適応指導教室相談員（県費負担教職員）  2名

※さくら教室利用人数の増加、特に個別対応が必要な児童・生徒への対応の割合が高くなっており、適切

な指導を実施するためには、早急に指導体制の充実を図る必要がある。

令和１年度さくら教室利用人数

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2
小学生 1 1 4 4 1 4 6 5 6 6 6
中学生 6 9 10 9 4 13 16 18 18 17 19
計 7 10 14 13 5 17 22 23 24 23 25

平成３０年度さくら教室利用人数

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2
小学生 3 3 3 3 2 3 3 3 3 4 5
中学生 8 8 9 9 3 12 12 13 14 16 17
計 11 11 12 12 5 15 15 16 17 20 22

平成２９年度さくら教室利用人数

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2
小学生 3 3 5 5 1 6 7 7 6 6 6
中学生 3 3 4 5 2 9 12 11 10 10 11
計 6 6 9 10 3 15 19 18 16 16 17

平成２８年度さくら教室利用人数

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2
小学生 3 4 3 3 1 3 3 3 4 4 4
中学生 7 5 6 6 2 7 10 10 8 6 7
計 10 9 9 9 3 10 13 13 12 10 11

平成２７年度さくら教室利用人数

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2
小学生 2 3 5 4 4 2 2 2 2 2 2
中学生 12 13 13 14 7 13 15 17 17 18 19
計 14 16 18 18 11 15 17 19 19 20 21

10


